
 
 
青少年の健全育成を推進するとともに、地域との交流を促進するため、夏休み期間中に、中高生が放課後児童育成

事業所と市立保育園でボランティア体験を行う事業を実施しました。３年目の開催となる本事業は、今年度から参加者

を高校生にも広げ、派遣先に保育園も加わり、昨年度に比べ、より多くの学生に参加してもらうことができました。 

 
 
参加者総数（単位：名） 

  中学生 高校生 合計 

内訳 

区内 市内 市外 

R７ 

キッズ・学童 39 28 67 28 38 1 

保育園 12 12 24 14 10 0 

合計 51 40 91 42 48 1 

R６ キッズ・学童 62   62 42 17 3 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参加者数・派遣先クラブ数 

派遣先クラブ数 

 合計 内 

訳 

放課後キッズクラブ 放課後児童クラブ 市立保育園 

R7 25 事業所 17 クラブ 5 クラブ ３園 

R6 22 事業所 17 クラブ 5 クラブ なし 

 
 オリエンテーション（7/23，24 ＠大岡地区センター） 

ボランティア体験 

9１名の参加者は、25 の事業所に分かれ、それぞれ１日～複数日活動しました。活動が楽しかったため、何日間もボ

ランティアに参加した人もいました。多くの中高生が、「誰かのために役に立てた」ことを、実感しました。 

令和７年度 夏休みちょこっとボランティア 実施記録 

7/２3，２4 日の２日間（参加者はいずれか１日に参加）、オリエンテー

ションを開催しました。 

1 ボランティア活動について 

講師：南区ボランティアセンター阿部祥代氏 

2 放課後キッズクラブ・学童での活動内容 

昨年も参加してくれた

リピーターもいました。 

【アンケート抜粋】 
・ボランティア前に、ボランティアについての理解を深めることができた。 
・資料（スライド）がわかりやすかった。 



【アンケート抜粋】 
・様々な手伝いをしたら感謝された。「ありがとう」と言われた。 
・自分がやったことに対して喜んでもらえた。 
・子どもたちが楽しんでくれた。 
・子どもたちが喜んでいる姿を見ると、こちらもうれしくなって 
やりがいがあった。 
・先生方を手伝うことができた。 
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修了式（8/21、8/22＠大岡地区センター） 

 

受入れ施設アンケート結果 

8/21，22 日の２日間（参加者はいずれか１日に参加）、修了式を

開催しました。 

グループで、「楽しかった事」「大変だった事」「今度やってみたい

事」等を話しました。最後に参加賞をもらい、活動のスライドショーを

見て、他の参加者の活動を写真で見たり、自分の活動を振り返った

りしました。 

【アンケート抜粋】 
・子どもと関わった経験を共有できた。他の人の経験や意見を知れた。 
・色んな人と話せてとても楽しかった。 
・活動の振り返りを楽しくできた。 
 

参加者のアンケートでは、「全体の満足度」の割合は１００％、「またボランテ

ィアをしてみたいと思う」割合は９８％でした。「周りの目や気持ちを考えながら

仕事を行う練習ができた。」等将来の夢に向けて経験を積めたという意見や、

「ちょこボラをきっかけに近所の学童に定期的にボランティアに行くようになっ

た」など将来につながる記載も多数いただきました。この事業をきっかけに、参

加者や児童、施設にとって、好循環が生まれるよう取り組んで参ります！ 

 

まとめ・今後に向けて 

 

「誰かの役に立てた」と思う参加者は９３％！ 

 

＼ちょこボラ楽しかった～！／ 

受入施設へのアンケートで、ボランティアを受入れたことが、児童にとって「とてもよかった」「よかった」と回答した割合

は、100％でした。また、来年もボランティアを受け入れたいと「とても思う」「少し思う」と回答した割合は 95％でした。

「普段、接することがあまりない中高生と関わる機会は、子どもたちにとって貴重。」「長い時間を過ごさなければならない

夏休み期間中には、とても助かります。」等の意見が多く、ボランティア受入が児童によってプラスとなっており、来年も受

け入れたいとと感じている施設が多いという事が分かりました。 

 その他、「放課後事業の職員やアルバイトしてみたいと思える方が増えてくれると良い」「保育って楽しそう、
自分にはこんな可能性がある、と生徒さんが気が付くきっかけになるのであれば、保育士人材の確保としても有
効な機会なのでは」など、将来の人材確保に期待する声も寄せられました。 


